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南山宗教文化研究所「孝本貢文庫」について

永岡  崇
Nagaoka Takashi

2010年、前年に逝去された孝本貢
みつぎ

（明治
大学教授 (当時 )）の蔵書および資料のほと
んどすべてが、南山宗教文化研究所（以下、
宗文研と略記）に寄贈された。これらが神
社整理、墓制・先祖祭祀、キリスト教・日
蓮宗不受不施派・新宗教諸教団、戦死者慰
霊など、孝本が取り組んだ多岐にわたる研
究主題についての重要な資料であることは
いうまでもないが、同時に、戦後日本の宗
教社会学・家族社会学の歩みを知るための
第一級の資料群としても評価されるべきだ
ろう。宗文研では現在、これらの蔵書・資
料群を「孝本貢文庫」と名づけ、関心をも
つ各分野の研究者への公開に向けて整備を
進めている。本稿は、この整備作業の中間
報告として、孝本貢文庫の特徴と意義につ
いての紹介を試みるものである。
なお、孝本の業績をめぐっては、2010年
の日本宗教学会第 69回学術大会において、
粟津賢太を代表者とし、筆者も参加したテ
ーマパネル「宗教の規範性・公共性・情念
―孝本貢の業績をめぐって」が組まれてい
る。そこでは、神社整理研究、新宗教研究、
墓制研究、戦死者慰霊研究に従事する各分
野の研究者が、それぞれの立場から孝本に
よって切り開かれた地平を確認し、その
批判的継承を目指そうとする発言を行った
（『宗教研究』84巻 4輯、2011年、参照）。本
稿も、そこでの成果に多くを負っている。

また、粟津賢太・藤本頼生両氏の手によ
る孝本の略歴と業績一覧が、『明治大学教養
論集』460号（孝本貢教授追悼号、2011年）
に掲載されている。あわせて参照されたい。

孝本貢教授について

まず、孝本とその学問について、簡単に
紹介しておく。孝本は 1942年岡山県生まれ、
岡山大学で米村昭二に、ついで東京教育大
学大学院で森岡清美に師事した。戦後の家・
同族研究を牽引したふたりの社会学者の教
えは、主著『現代日本における先祖祭祀』（御
茶の水書房、2001年）をはじめ、孝本の研
究全体に大きな影響を与えたと考えられる。
それはたんに研究対象の選定に関すること
ばかりではなく、粟津賢太が指摘するよう
に、「個人の生活史とマクロな社会変動とを
結びつけようという知的格闘」であり、そ
して「対象の持つ感情や情念をも読みこも
うと」する、研究という営みに対する姿勢
そのものでもあった（粟津賢太「パネルの
主旨とまとめ」前掲『宗教研究』84巻 4輯、
174頁）。
卒業論文では、地元・岡山県下のキリス
ト教布教の実態を調査・分析し、修士論文
は同じく岡山の日蓮宗不受不施派集落を扱
っている。これらの論文をみれば、孝本が
研究生活の初期からローカルな資料を丹念
に集め、分析し、宗教と社会のかかわりを
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人びとの日常生活の現場においてとらえよ
うとしていたことがよくわかる。

1970年代から 80年代にかけて、宗教研究
を行う若手研究者が集った宗教社会学研究
会（以下、宗社研と略記）での孝本の活動
も注目される。宗社研は、1975年に東京教
育大学や東京大学で社会学・宗教学を専攻
する若手研究者を中心として結成され、孝
本は第 1回目の例会で不受不施派にかんす
る研究発表をおこなっている（宗教社会学
研究会編『いま宗教をどうとらえるか』海
鳴社、1992年、参照）。その後も創設メンバ
ーとして共同調査や成果のとりまとめに力
を尽くし、『新宗教事典』（井上順孝らと共編、
弘文堂、1990年）に代表される重要な仕事
を発表していった。

1990年に行われた宗社研の解散シンポジ
ウムにおいて、孝本は宗社研の歴史的性格
についてつぎのように説明している。「1970
年代初めは全国の大学を吹き荒れた大学闘
争も終焉していき、若手研究者は閉塞状況
におちいって」いた。そうした状況を突破
すべく、自主講座など社会へのコミットメ
ントを求めようとする研究組織を立ち上げ
る者も現れていたが、宗社研も「そうした
時代の落とし子」として「既存の大学、講
座、先輩後輩関係にとらわれることのない
研究会をめざし」、「若手による自由な討論」
を標榜しながら活動を展開していったので
ある。また、1970年ごろを境にして、日本
では「新新宗教」（西山茂）と呼ばれる新た
な教団宗教が台頭し、他方では「精神世界」
や「ニューエイジ」といった、スピリチュ
アルな自己変容・自己解放を志向する文化
が広まるなど、「宗教回帰」といえそうな状
況が顕在化していた。宗社研に集まった若
手研究者たちは、いわばこうした現象に問
われて、「民衆の宗教的世界に等身大の視座

で迫ろうと」するなかで、古典的な世俗化
テーゼを乗り越え、先行世代の経済還元的・
対象外在的なアプローチを批判し、宗教研
究のスタイルを更新していったのだ（孝本
貢「基調報告―シンポジウム・はじめに」
前掲『いま宗教をどうとらえるか』1-4頁）。
孝本自身も、宗社研の論文集『現代宗教
への視角』に執筆した論文のなかで、新た
な先祖祭祀研究の課題として「祭祀者の心
的構造、その帰結として表現される被祭祀
者までを含めた」実態を解明することをあ
げ、人びとによって生きられた経験として
宗教現象を記述することを目指していた（孝
本貢「都市家族における先祖祭祀観」宗教
社会学研究会編『現代宗教への視角』雄山
閣出版、1978年、52頁）。先祖祭祀研究は
孝本の仕事の中核をなすテーマであり、日
本本土ばかりでなく在日コリアン社会や沖
縄社会といった隣接社会の先祖祭祀へと関
心を広げ、新宗教における先祖祭祀に着目
して新たな先祖観の展開をとらえようとす
るなど、その射程はきわめて広かった。先
祖祭祀は家の規範的世界を表すだけでなく、
日本社会さらには東アジア社会全体のダイ
ナミックな変容に密接にかかわるものでも
あり、人びとのアイデンティティや世界観・
人間観の提供、苦難の意味づけをも担う。『現
代日本における先祖祭祀』の構成には、先
祖祭祀を拠点として、人間の営みを総体的
に捉えかえそうとする戦略が表現されてい
るといえる。そしてさきに言及したキリス
ト教や不受不施派の研究、また 1970年代に
進められた神社整理研究などにもいえるこ
とだが、孝本の仕事にみられる方法的な特
徴のひとつとして「地域」への着目をあげ
ることができ、それは晩年の戦死者慰霊研
究にまで貫かれている（西村明「戦死者慰
霊研究における孝本貢の業績と残された課
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題」前掲『宗教研究』84巻 4輯、参照）。
2002年以降、孝本は勤務先の明治大学で、
特攻隊をテーマにした教養演習を行った。
学生とともに文献を読み、特攻隊関連施設
を訪れた成果が、レポート集として残され
ている。このなかで、孝本は自らの特攻隊
への関心について率直に語っている。

〔演習の、引用者注〕テーマを選定するにあ
たり、私の問題関心が日本社会論であり、
そのなかに近代日本社会をどのように位置
付けるかが一つの関心としてあることが、
大きく作用した。近代天皇制国家が「国民」
をいかに取り込んでいったかを解明したい
と考えてきた。そのために近代宗教史研究、
近代神社史研究などを手がけてきた。近代
日本社会のひとつの帰結として、1930年代
以降日本社会を超国家主義が覆い尽くした。
それは「国民」を侵略戦争に駆り立て、「大
東亜共栄圏」という美名の下で国民を呪縛
し、総動員体制が行われた。そして、悲惨
な悲劇が繰り返された。その結末は周知の
ように想像を絶する悲劇を体験することと
なった。その典型的事例の一つとして、今
日の学生と同じ年齢層、さらにそれより若
い層が「十死零生」の戦闘行為である特攻
隊作戦に駆り出されたことが挙げられよう。
（孝本貢「はじめに」『太平洋戦争末期の特
別攻撃隊―その作戦と兵士の心情世界』孝
本教養演習室、2003年、2頁）

孝本が戦死者慰霊研究に本格的に取り組
んだのは晩年になってからだが、それは近
代天皇制国家と「国民」との関係性を問う
という大きな問題意識において、長く取り
組んできた宗教史・神社史の研究と連続的
なものであった。1930年代以降の超国家主
義の台頭、そして総動員体制や特攻作戦に
いたる経過を近代日本社会の「帰結」と位
置づけているという点では、戦死者慰霊研
究は教授の「日本社会論」の仕上げとして

ひときわ重要性をもつものだったのかもし
れない。西村明がいうように、「これからさ
らに議論が展開・精緻化されるはずであっ
た」領域であり（西村前掲「戦死者慰霊研
究における孝本貢の業績と残された課題」、
173頁）、「孝本貢文庫」のなかでももっとも
多くの資料が残されていて、まさに研究の
途上であったことがよくわかる。
またこれらのレポート集をみると、特攻
や戦死者について調べ、考えることを、孝
本が若い学生たちに「人生の指針」として
伝えようとしていたということにも気づか
される。教授は「こうした〔特攻に関する〕
事実を同じ年齢世代の今の学生たちにも是
非認識し、考えてもらいたいというのがこ
のゼミの課題」であり、「それを戦史とか制
度史としてではなく、当時の兵士たち、そ
の遺族の方々の人間としての生き様に僅か
でも接近してもらいたいというのが私の願
いでもある」と綴っている（孝本貢「はし
がき」『太平洋戦争と日本社会―兵士・遺族
の視角から』明治大学商学部孝本教養ゼミ、
2006年、1頁）。戦争の問題をたんなる「知識」
として教えるのではなく、特攻隊員と同年
代の学生たちが、直接に特攻隊の痕跡にふ
れることを通じて、実感をもって考えてい
く力を培うこと。それが孝本の教育だった
のだろう。

資料の整理状況について

ここで、「孝本貢文庫」の整理状況につい
てのべておきたい。孝本の自宅および明治
大学の研究室から運び出された図書・資料
は段ボール箱数十個に及ぶ。文庫を構成す
るひとつの柱は、社会学・宗教学・歴史学・
人類学・民俗学といった分野を中心とする
図書である。6,500冊あまりのこれらの図書
に関しては、すでに書誌情報の登録を行い、
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宗文研書庫の書架に保管している。ただし、
各資料に整理番号を付す作業が残されてい
るため、現状では公開に至っていない。こ
の作業を現在遂行中である。
文庫のもうひとつの柱として、断片資料
とでも呼ぶべき非図書資料群が存在する。
調査ノート、講義ノート、論文原稿、さま
ざまな主題に関する一次史料、コピー資料、
論文抜刷、写真、ビデオテープなどがふく
まれており、これらの資料の整理はかなり
難航した（難航している）。これらの断片資
料は、2013年に入って筆者が整理作業に取
り掛かっている。現段階では、資料全体の
おおまかな把握と、4分の 1程度の資料の登
録が済んでいる、といった状況である。し
たがって、以下の記述も、このように限定
された視角からのものであることを断って
おかなければならない。
目録作成の方法についても簡単に説明し
ておく。資料の性格に応じて、二種類の目
録を作成中である。まず、前述の図書やパ
ンフレットなどについては、蔵書管理ソフ
ト「私本管理」を利用して、書誌情報の登
録を行っている。書名や著者名だけでなく、
テーマ別の検索も可能である。
つぎに、雑誌記事やノートなど、断片資
料については、エクセルファイルへの入力
によって整理を試みている。テーマごとに
分類し、すべての資料に資料番号を付す。
このエクセルファイルを通じて、利用者は
目的の資料を見つけることができるだろう。

「孝本貢文庫」の資料的価値

これまでの作業を通じてみえてきたかぎ
りで、「孝本貢文庫」の特徴と、その資料的
価値について考えてみよう。宗文研の蔵書
を充実させるものとして、市販された図書
類の寄贈はもちろん貴重だが、ここではよ

り個性的な特徴を示すコレクションとして、
膨大な非図書資料群に絞ってのべておきた
い。これらの非図書資料群について、筆者
は 2つの角度から資料的価値を評価するこ
とが必要だと思っている。ひとつは孝本が
取り組んだそれぞれの研究テーマに関する
情報源としての意義であり、もうひとつは
戦後宗教（社会学）研究史の資料としての
意義である。以下、順に説明を試みる。

1.近代宗教史の資料として

あらためていうまでもないが、資料は孝
本の研究歴と寄り添うようにして保存され
ている。関連する主なテーマをあげれば、
以下のようになる。

1.  地方（岡山県）におけるキリスト教の普及・
信仰の実態

2. 日蓮宗不受不施派研究

3. 神社整理（合祀）研究

4.  先祖祭祀・墓制研究（家族・親族の現代
的変容との関係、沖縄・在日コリアン社
会も含む）

5.  新宗教研究（先祖祭祀を重視する教団中
心）

6. 戦死者慰霊研究

7. 社会学関連文献

資料の形態としては、前節でふれたとお
り多様というほかはない。「地域」にこだわ
りつづけた孝本が倦むことなく調査地に足
を運ぶなかで集まっていったモノたちであ
る。そのなかでも、現在もっともまとまっ
た資料群を構成しているのは、晩年の戦死
者慰霊関連の資料だろう。自費出版の戦争
体験記、戦死者慰霊諸団体の会報・パンフ
レットなど、限られた範囲・時期にしか流
通しなかった出版物も多く、個別的な戦争
／戦後体験をとらえるうえで、有益な情報
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をもたらす資料群だと考えられる。
また、孝本が 1970年代から 80年代にかけ
て取り組んだ、松下祖神道や真理実行会の
ような教団についても、会報や教団出版物
のコピーなどがある程度充実している。先
祖供養など、孝本が関心を寄せた主題に関
する部分にかぎられているものの、現在に
いたるまでこれらの教団についての研究蓄
積があまりないということを考えれば、後
続の研究者たちがこれらの教団に関する基
礎的な情報を得、本格的な調査を行うため
の参考とすることができると思われる。そ
の他の分野に関しては、小教団の出版物や
図書館で所蔵されにくいパンフレット類の
ような貴重な資料が含まれているが（図版
1）、いずれも網羅的なコレクションという
ことはできず、実証的な宗教研究の資料と
して直接的に利用することは難しいだろう。
やや意外に思われたのは、先祖祭祀や
墓制に関わる資料がそれほど多く残され
ていないことである。さきにのべたよう

に、現代社会における先祖祭祀のありよう
を探求することが孝本のライフワークとも
いうべき重要性をもっていたことからすれ
ば、自宅や研究室で見つかった資料はあま
りに少ないように思われる。そうであれば、
こうしたテーマに関する資料は、どこかの
段階で処分されたと考えるのが自然である
かもしれない。それでも、たとえば在日コ
リアンの親族会のひとつ「在日光山金氏親
族会」の規約や機関誌など、個別的な親族
集団の活動を示す貴重な資料も少なからず
残されている（図版 2）。

2.戦後宗教（社会学）研究史の資料として

今、筆者は孝本のノートや雑誌のコピー
や発表レジュメや研究会で撮られた写真
等々といったものを眺めながらこの文章を
書いている。そこで改めて感じさせられる
のは、この断片資料群は、孝本が歩いた場所、
そこで出会った人びと、彼の問題意識ある
いは見ようとしたものと切り離すべきでは

図版 1：『研究資料』（神一条教）
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ないのではないか、ということだ。こうし
た認識は、断片資料のもうひとつの資料的
価値へと私たちを導く。
孝本が当事者としてその一端を担った、
戦後日本の宗教（社会学）研究史を再構成
するための資料として、「孝本貢文庫」を評
価しなおすことができるのではないだろう
か。上述のとおり、孝本は先祖祭祀研究を
推進した宗教社会学者としての顔ばかりで
なく、宗社研の中心的メンバーであり、宗
社研解散後に設立された「宗教と社会」学
会では初代会長を務めた、宗教研究者ネッ
トワークの中心的な組織者としての顔をも
っていた。そうした観点から資料を見直す
とき、調査の過程を伝えるノートやカード、
論文作成の過程を伝える原稿などは、調査
対象者（地）との関係性をふくめた研究者
の実践あるいは自己形成のプロセスを知る
手がかりとなり、1970年代・80年代の研究

会レジュメや合宿での写真などといったも
のは、当時の研究者ネットワークのありよ
うを探る媒体となりうるだろう（図版 3、4）。
近年、宗社研に関わった世代の研究者が切
り開いた地平やその問題点について、若手
研究者の学史的関心が高まっていることか
らも（たとえば大谷栄一「スピリチュアリ
ティ研究の最前線―二十世紀の宗教研究か
ら二十一世紀の新しい宗教研究へ」(伊藤
雅之・樫尾直樹・弓山達也編『スピリチュ
アリティの社会学』世界思想社、2004年 )、
2010年度「宗教と社会」学会テーマセッシ
ョン「現代社会における宗教社会学の可能
性―「世俗化論」以後の課題と応答」、永岡
崇「新宗教文化の脱教団的展開―教祖研究
の作法をめぐって」(幡鎌一弘編『語られ
た教祖―近世・近現代の信仰史』法藏館、
2012年 )など参照）、「孝本貢文庫」の戦後
宗教（社会学）研究史の資料としての意義
は重要性を増しているのではないだろうか。
とくに、こうした物質資料は、言説の分析
を中心に行われてきているこれまでの研究
史のあり方に対して、より実践的なレベル
の問題に着目することを促しているように
思われる。
もちろん、孝本の所蔵資料だけで戦後宗
教研究史を描くことはできない。それは二
重の意味で不十分な資料でしかないからだ。
第一に、こうした資料群自体、研究史の資
料を残すべく体系的に保存されたものでは
なく、宗教研究者の日常的な営みを示す部
分的・断片的な痕跡としてひっそりと存在
している。第二に、戦後日本の宗教研究を
推進したのは、東京近郊の研究者を中心と
した宗社研だけではない。たとえば関西に
基盤をもつ宗教社会学の会や九州の西日本
宗教学会のように、地域に根ざした宗教研
究を担ってきたグループは全国各地に存在

図版 2：『宗報』（光山金氏済州島宗親会）
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する。その意味で、孝本がかかわってきた
研究集団は、戦後日本の宗教研究史を構成
する多様な実践の一部でしかないのである。
ここでいっているのは、戦後宗教研究史
の資料は各地の、それぞれの研究者の手元
に今も散在しているはずだということであ
り、それらを自覚的に保存し、相互に補完
しあうことのできるネットワークの構築が
必要だということである。筆者は、そうし
た観点から「孝本貢文庫」の整備を行い、
公開することを通じて、来るべき他の事例
との協働に備えたいと考えている。
もっとも、こうした現代の研究史を構成
する資料の扱い方、またそれらを駆使した
研究史叙述の方法論は、いまだ確立されて
いるとはいいがたい。筆者自身も徒手空拳
で資料に向かっているといった状況だが、
本文庫に関心をもつ研究者が多く現れ、と

図版 3：「新宗教研究会」レジュメ

図版 4：宗教社会学研究会解散シンポジウムポスター



南山宗教文化研究所 研究所報　第 23 号　2013 年 37

もに活用の方法を検討する機会の訪れるこ
とを切に望む。

[注記 ]

本稿執筆にあたって、多くの方からご協
力をいただいた。孝本教授の蔵書・資料を
快くご寄贈いただいたばかりでなく、ご自
宅で多くの写真を示しながら貴重なお話を
聞かせてくださった孝本敏子氏、資料の梱
包・運び出しに従事した渡邉学氏、粟津賢
太氏および明治大学孝本ゼミの学生諸氏、
図書の整理を担当した長澤志穂氏、筆者と
ともに断片資料の整理に取り組んでいる鳥
居小百合氏、そして文庫整備にあたって多
くの便宜をはかってくれている南山宗教文
化研究所の研究・事務スタッフに感謝した
い。

なお、本稿は「宗教研究の国際化推進の
ための拠点形成と総合的な研究史調査」（文
部科学省科学研究費補助金基盤研究 (A)、
2011～ 2013年度、代表者渡邉学）の研究成
果の一部である。

次ページ以降の「孝本貢文庫・断片資料
目録（部分）」は、整理中の資料のうち、大
部分の整理が進んでいるキリスト教、不受
不施派、その他新宗教諸教団の資料のみ掲
載した。これ以外の資料についても、2013
年度中を目処に整理作業を推進している。
なお、最新の目録については、南山宗
教文化研究所ホームページ（http://nirc.
nanzan-u.ac.jp/ja/activities/on-line-resources/）
において随時公開していく予定である。

ながおか・たかし
南山宗教文化研究所研究員
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料
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資
料
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考

01
/0

01
キ
リ
ス
ト
教
『
昭
和
五
年
雑
用
日
記
』

 
19

30
-1

93
1

 
 

手
書
き
文
書

現
物

19
30

.1.
1-

19
31

.4
.30

01
/0

02
キ
リ
ス
ト
教
『
昭
和
十
四
年
雑
用
日
記
』

 
19

39
 

 
手
書
き
文
書

現
物

19
39

.1.
1-

19
39

.11
.6

01
/0

03
キ
リ
ス
ト
教
調
査
ノ
ー
ト

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

高
梁
教
会
な
ど
に
関
す
る
ノ
ー
ト

01
/0

04
キ
リ
ス
ト
教
卒
論
用
ノ
ー
ト

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

 

01
/0

06
キ
リ
ス
ト
教
伊
吹
家
史
料
〈

1〉
 

 
孝
本
貢
筆
写

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

馬
太
傳
な
ど

01
/0

08
キ
リ
ス
ト
教
明
治
十
七
年
一
月
ヨ
リ
日
誌

 
18

84
藤
井
義
一

 
手
書
き
文
書

コ
ピ
ー

 

01
/0

09
キ
リ
ス
ト
教
井
原
キ
リ
ス
ト
教
会
資
料
フ
ァ
イ

ル
 
受
洗
・
転
入
出
関
係

 
19

23
ご
ろ

 
 

手
書
き
文
書
な
ど
現
物

 

01
/0

12
キ
リ
ス
ト
教
讃
美
歌
集
（
部
分
）

 
 

 
 

冊
子

現
物

 

01
/0

16
キ
リ
ス
ト
教
「
日
本
組
合
中
国
部
傳
道
報
告
」

 
19

35
？

入
江
源
次
郎

 
謄
写
版
プ
リ
ン
ト
現
物

19
34

.4
.1-

19
35

.3.
15
の
記
録

01
/0

17
キ
リ
ス
ト
教
「
日
本
組
合
基
督
教
会
年
表
」（
後

編
）

『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問

題
研
究
』

18
号

19
71

.3
高
橋
虔

同
志
社
大
学
人
文
科
学

研
究
所

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

01
/0

18
キ
リ
ス
ト
教
「
は
し
が
き
」「
解
説
」「
資
料
年
表
」『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問

題
研
究
』

19
号

19
71

.3
 

同
志
社
大
学
人
文
科
学

研
究
所

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

01
/0

19
キ
リ
ス
ト
教
天
城
教
会
記
録
（

N
o.

5）
 

 
孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

日
誌
な
ど
筆
写

01
/0

20
キ
リ
ス
ト
教
「
美
作
落
合
教
会
の
略
史
」

 
 

荒
谷
恒
喜

（
孝
本
筆

写
？
）

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

 

01
/0

21
キ
リ
ス
ト
教
笠
岡
教
会
会
員
名
簿

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

レ
ポ
ー
ト
用
紙
ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め

01
/0

22
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
談

 高
井
真
一
郎

 
 

孝
本
貢
筆
写

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

 

01
/0

23
キ
リ
ス
ト
教
創
立
五
十
年
略
史
（
昭
和
九
年
四

月
）

 
 

孝
本
貢
筆
写

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

レ
ポ
ー
ト
用
紙
ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め

01
/0

24
キ
リ
ス
ト
教
卒
業
論
文
草
稿
？

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
文
書

現
物

原
稿
用
紙
紐
綴
じ

01
/0

25
キ
リ
ス
ト
教
「
地
方
都
市
に
お
け
る
基
督
教
会
の

定
着
過
程
―
岡
山
県
高
梁
教
会
の

事
例
」
原
稿

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
文
書

現
物

原
稿
用
紙
ク
リ
ッ
プ
止
め
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料
種
類

資
料
形
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備
考

01
/0

26
キ
リ
ス
ト
教
岡
山
キ
リ
ス
ト
教
関
係
資
料
群

 
 

 
 

地
図
、
調
査
票
、

統
計
表
な
ど

現
物

紙
箱
入
り

01
/0

27
キ
リ
ス
ト
教
卒
論
用
ノ
ー
ト

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

草
稿

 
「
地
方
小
都
市
に
於
け
る
キ
リ
ス
ト

教
の
普
及
」
と
の
表
題
あ
り

02
/0

01
先
祖
祭
祀
『
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
先
祖
祭

祀
―
先
祖
祭
祀
研
究
の
新
た
な
地

平
を
め
ざ
し
て
』

 
 

孝
本
貢

 
ワ
ー
プ
ロ
文
書

現
物

紙
製
本

 
『
現
代
日
本
に
お
け
る
先
祖
祭
祀
』

（
御
茶
の
水
書
房
）
の
草
稿

03
/0

01
新
宗
教

新
宗
教
研
究
関
係
資
料
群

 
19

70
年
代
後

半
 

 
手
書
き
レ
ジ
ュ
メ

な
ど

コ
ピ
ー
な
ど

初
期
宗
社
研
記
録
？
新
宗
教
研
究
文

献
リ
ス
ト
な
ど

03
/0

1/
00

1
松
下
祖
神
道
『
オ
ガ
タ
マ
』
第
１
号

 
19

76
.8

.1
石
橋
長
蔵

石
橋
長
蔵

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
現
物

 

03
/0

1/
00

2
松
下
祖
神
道
『
オ
ガ
タ
マ
』
第

2
号

 
19

76
.9

.1
石
橋
長
蔵

石
橋
長
蔵

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
現
物

 

03
/0

1/
00

3
松
下
祖
神
道
『
オ
ガ
タ
マ
』
第

3
号

 
19

76
.10

.1
石
橋
長
蔵

石
橋
長
蔵

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
現
物

 

03
/0

1/
00

4
松
下
祖
神
道
『
神
秘
』（
校
正
刷
）

 
19

48
西
原
猛

 
図
書
校
正
刷

コ
ピ
ー
、
ク

リ
ッ
プ
止
め

 

03
/0

1/
00

5
松
下
祖
神
道
調
査
ノ
ー
ト

 
 

孝
本
貢

 
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
現
物
、
封
筒

 

03
/0

2/
00

1
真
理
実
行
会
静
岡
県
で
の
聴
取
調
査

 
19

80
.7.

4-
7.6

孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

 

03
/0

2/
00

2
真
理
実
行
会
『
生
命
』

N
o.

1-
15

 
19

51
.9

?-
19

52
.11

 
真
理
実
行
の
教

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/0

2/
00

3
真
理
実
行
会
『
生
命
』

N
o.

16
-1

9
 

19
52

.9
-1

95
2.

12
 

真
理
実
行
の
教

雑
誌
記
事

 
 

03
/0

2/
00

4
真
理
実
行
会
『
生
命
』

N
o.

20
-2

9
 

19
53

.1-
19

53
.10

 
真
理
実
行
の
教

雑
誌
記
事

 
 

03
/0

2/
00

5
真
理
実
行
会
『
生
命
』

N
o.

30
-3

9
 

19
53

.11
-1

95
4.

8
 

真
理
実
行
の
教

雑
誌
記
事

 
 

03
/0

2/
00

6
真
理
実
行
会
『
生
命
』

N
o.

40
-4

9
 

19
54

.9
-1

95
5.6

 
真
理
実
行
の
教

雑
誌
記
事

 
 

03
/0

2/
00

7
真
理
実
行
会
『
生
命
』

N
o.

50
-5

9
 

19
55

.7
-1

95
6.

4
 

真
理
実
行
の
教

雑
誌
記
事

 
 

03
/0

2/
00

8
真
理
実
行
会
『
生
命
』

N
o.

61
-6

2
 

19
56

.6
-1

95
6.

7
 

真
理
実
行
の
教

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/0

2/
00

9
真
理
実
行
会
『
生
命
』

N
o.

36
-6

2
 

19
54

.5-
19

56
.7

 
真
理
実
行
の
教

雑
誌
記
事

 
 

03
/0

2/
01

0
真
理
実
行
会
『
生
命
』

N
o.

16
-3

5
 

19
52

.9
-1

95
4.

4
 

真
理
実
行
の
教

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル
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資
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03
/0

2/
01

1
真
理
実
行
会
『
生
命
』

N
o.

63
-1

34
 

19
56

.8
-1

96
3

 
真
理
実
行
の
教

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

本
城
千
代
子
の
教
説
、
信
仰
体
験
記

な
ど

03
/0

2/
01

2
真
理
実
行
会
『
生
命
』
？

 
 

 
真
理
実
行
の
教
？

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

本
城
千
代
子
の
教
説
な
ど

03
/0

2/
01

3
真
理
実
行
会
『
緑
風
』

 
19

63
.11

-1
96

7.3
 

真
理
実
行
の
教
出
版
部
雑
誌

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

 

03
/0

2/
01

4
真
理
実
行
会
『
緑
風
』

 
19

63
.11

-1
96

6.
6

 
真
理
実
行
の
教
出
版
部
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/0

2/
01

5
真
理
実
行
会
『
緑
風
』

 
19

66
.11

-1
96

9.
7

 
真
理
実
行
の
教
出
版
部
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/0

2/
01

6
真
理
実
行
会
『
緑
風
』

 
19

69
.8

-1
97

1.5
 

真
理
実
行
の
教
出
版
部
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/0

2/
01

7
真
理
実
行
会
『
緑
風
』

 
19

71
.6

-1
97

3.1
2

 
真
理
実
行
の
教
出
版
部
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/0

2/
01

8
真
理
実
行
会
『
緑
風
』

 
19

70
.7

-1
97

1.7
 

真
理
実
行
の
教
出
版
部
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

 

03
/0

2/
01

9
真
理
実
行
会
『
緑
風
』

 
19

67
.9

-1
97

0.
6

 
真
理
実
行
の
教
出
版
部
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

 

03
/0

2/
02

0
真
理
実
行
会
『
緑
風
』

 
19

73
 

真
理
実
行
の
教
出
版
部
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

幹
部
研
修
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
位
牌

の
種
類
と
使
い
方
な
ど

03
/0

2/
02

1
真
理
実
行
会
『
緑
風
』

 
19

69
？

 
真
理
実
行
の
教
出
版
部
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

信
仰
体
験
記

03
/0

2/
02

2
真
理
実
行
会
先
祖
祭
り
の
基
準
、
先
祖
祭
り
の

実
行
例

 
 

 
 

図
書
の
一
部
？

コ
ピ
ー

 

03
/0

2/
02

3
真
理
実
行
会
調
査
ノ
ー
ト

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ル

 
年
表
、
教
義
な
ど
基
本
情
報
の
メ
モ

03
/0

2/
02

4
真
理
実
行
会
調
査
ノ
ー
ト

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

レ
ポ
ー
ト
用
紙
ク
リ
ッ
プ
止
め

 
浜
松
で
の
調
査
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03
/0

2/
02

5
真
理
実
行
会
『
真
理
実
行
会
報
』

 
19

47
-1

95
8

 
真
理
実
行
会

雑
誌

コ
ピ
ー
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク

フ
ァ
イ
ル

 

03
/0

2/
02

6
真
理
実
行
会
『
死
刑
廃
す
べ
し
』

 
 

本
城
千
代
子

 
図
書
の
一
部
？

コ
ピ
ー

 

03
/0

2/
02

7
真
理
実
行
会
『
分
身
員
手
帳
』

 
 

 
 

図
書

コ
ピ
ー

 

03
/0

2/
02

8
真
理
実
行
会
「
大
祓
祝
詞
の
新
し
い
解
説
前
篇
」

ほ
か

『
生
命
』

N
o.

26
・『

�
e 

C
os

m
os
』

3-
7

19
53

 
 

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/0

2/
02

9
真
理
実
行
会
書
簡
（
真
理
実
行
会
→
孝
本
貢
）

 
 

 
 

書
簡

現
物

『
緑
風
』

42
号
の
送
付
状
、
封
筒
入

り

03
/0

2/
03

0
真
理
実
行
会
書
簡
（
真
理
実
行
会
→
孝
本
貢
）

 
 

 
 

書
簡

現
物

『
緑
風
』

49
号
の
送
付
状
、
封
筒
入

り

03
/0

2/
03

1
真
理
実
行
会
『
真
理
実
行
会
報
』

N
o.

1-
62

 
19

47
.12

.1-
19

58
.10

.1
 

真
理
実
行
会

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/0

2/
03

2
真
理
実
行
会
調
査
ノ
ー
ト

 
19

80
孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

コ
ピ
ー

小
野
忠
之
助
よ
り
聞
き
取
り
な
ど

03
/0

2/
03

3
真
理
実
行
会
『
神
の
使
徒
本
城
千
代
子
伝
』／
『
真

理
実
行
へ
の
道
』／
『
世
界
の
光
明
』

／
『
正
夢
の
善
悪
』
／
『

C
H

IY
O

KO
 

H
O

N
JO
』
／
『
死
刑
廃
す
べ
し
』

 
 

 
 

図
書

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

 

03
/0

2/
03

4
真
理
実
行
会
『
本
城
千
代
子
女
史
逸
話
集
』
第
参

巻
・
第
四
巻

 
19

54
 

真
理
実
行
会

図
書

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

 

03
/0

2/
03

5
真
理
実
行
会
調
査
ノ
ー
ト

 
19

80
孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

レ
ポ
ー
ト
用
紙

 
信
徒
聞
き
取
り

03
/0

2/
03

6
真
理
実
行
会
調
査
ノ
ー
ト

 
19

80
孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

信
徒
聞
き
取
り

03
/0

2/
03

7
真
理
実
行
会
調
査
ノ
ー
ト

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

レ
ポ
ー
ト
用
紙
ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め

 
浜
松
の
会
員
リ
ス
ト

03
/0

2/
03

8
真
理
実
行
会
『
緑
風
』

 
19

65
・

19
69
・

19
70

 
真
理
実
行
の
教
出
版
部
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

信
仰
体
験
記
、
座
談
会
な
ど

03
/0

2/
03

9
真
理
実
行
会
調
査
ノ
ー
ト

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

浜
松
分
院
長
聞
き
取
り
な
ど
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資
料

 
番
号

主
題

資
料
名

収
録
書
／
誌

刊
行
／

 
作
成
時
期

著
者
・
編
者

発
行
者

資
料
種
類

資
料
形
態

備
考

03
/0

2/
04

0
真
理
実
行
会
「
カ
リ
ス
マ
の
死
」

『
明
治
大
学
教
養
論

集
』

13
9
号

19
80

.12
.1

孝
本
貢

明
治
大
学
教
養
部

論
文
抜
刷

現
物

 

03
/0

2/
04

1
真
理
実
行
会
「
カ
リ
ス
マ
の
死
」

『
明
治
大
学
教
養
論

集
』

13
9
号

19
80

.12
.1

孝
本
貢

明
治
大
学
教
養
部

論
文
抜
刷

現
物

 

03
/0

3/
00

1
妙
智
会

『
み
ょ
う
ち
』

 
 

 
妙
智
会

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

「
会
長
先
生
言
行
録
」
ほ
か

03
/0

3/
00

2
妙
智
会

「
戒
名
の
意
義
」

『
み
ょ
う
ち
』

6(
1)

 
教
学
部

妙
智
会

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/0

3/
00

3
妙
智
会

「
妙
智
の
お
し
え
（

38
）
―
大
恩
師

ご
遺
珠
解
説
（

7）
」

『
み
ょ
う
ち
』

10
(3

)
 

 
妙
智
会

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/0

3/
00

4
妙
智
会

『
み
ょ
う
ち
』

 
 

 
妙
智
会

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

信
仰
体
験
記
（
マ
デ
セ
ン
輝
子
ら
）

03
/0

3/
00

5
妙
智
会

『
み
ょ
う
ち
』

 
 

 
妙
智
会

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

信
仰
体
験
記
（
初
瀬
幸
子
ら
）

03
/0

3/
00

6
妙
智
会

調
査
ノ
ー
ト

 
19

79
孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

聖
地
団
参
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

03
/0

3/
00

7
妙
智
会

調
査
ノ
ー
ト

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

先
祖
供
養
な
ど
に
関
す
る
聞
き
取
り

03
/0

4/
00

1
不
受
不
施
派
妙
覚
寺
史
料

S-
5-
イ

 
 

 
 

木
版
文
書
？

写
真
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
ブ
ッ

ク
 

03
/0

4/
00

2
不
受
不
施
派
妙
覚
寺
史
料

S-
5-
ロ

 
 

 
 

木
版
文
書
？

写
真
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
ブ
ッ

ク
 

03
/0

4/
00

3
不
受
不
施
派
妙
覚
寺
史
料

S-
5-
ハ

 
 

 
 

木
版
文
書
？

写
真
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
ブ
ッ

ク
 

03
/0

4/
00

4
不
受
不
施
派
妙
覚
寺
史
料

S-
5-
ニ

 
 

 
 

木
版
文
書
？

写
真
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
ブ
ッ

ク
 

03
/0

4/
00

5
不
受
不
施
派
本
山
日
記

 
18

79
-1

88
5

 
 

手
書
き
文
書

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

 

03
/0

4/
00

6
不
受
不
施
派
「
不
受
不
施
派
年
表
（
稿
）」

 
 

妻
鹿
淳
子
・

長
光
徳
和

 
手
書
き
文
書

コ
ピ
ー
？
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資
料

 
番
号

主
題

資
料
名

収
録
書
／
誌

刊
行
／

 
作
成
時
期

著
者
・
編
者

発
行
者

資
料
種
類

資
料
形
態

備
考

03
/0

4/
00

7
不
受
不
施
派
不
受
不
施
村
落
調
査
資
料
群

 
19

73
？

 
 

手
書
き
ノ
ー
ト
な

ど
現
物

紙
箱
入
り

03
/0

4/
00

8
不
受
不
施
派
修
士
論
文
「
仏
教
教
団
の
再
編
成

過
程
の
研
究
」

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
文
書

現
物
、
紙
フ

ァ
イ
ル

 

03
/0

4/
00

9
不
受
不
施
派
修
士
論
文
「
仏
教
教
団
の
再
編
成

過
程
の
研
究
」

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
文
書

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

 

03
/0

7/
00

2
天
理
教

「「
お
た
す
け
」
に
就
い
て
（
一
）」
『
日
本
文
化
』

2
号

19
34

牛
尾
喜
太
郎
日
本
文
化
研
究
会

雑
誌
論
文

コ
ピ
ー

 

03
/0

7/
00

3
天
理
教

「「
お
た
す
け
」
に
就
い
て
（
二
）」
『
日
本
文
化
』

3
号

19
35

牛
尾
喜
太
郎
日
本
文
化
研
究
会

雑
誌
論
文

コ
ピ
ー

 

03
/0

7/
00

4
天
理
教

「
因
縁
の
考
察
」

『
天
理
教
学
研
究
』

4
号

19
51

鈴
木
壽

 
雑
誌
論
文

コ
ピ
ー

 

03
/0

7/
00

5
天
理
教

明
治
期
天
理
教
関
係
資
料
群
（『
達

及
則
』
／
『
三
教
会
同
と
天
理
教
』

／
『
道
之
友
』）

 
19

10
前
後

 
 

図
書
、
雑
誌
記
事
コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

 

03
/0

7/
00

6
天
理
教

大
正
期
『
道
之
友
』

 
19

10
-2

0
年
代

 
 

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

 

03
/0

9/
00

1
金
光
教

「
昭
和

47
年
　
新
年
に
思
う
　
教

主
年
頭
放
送
」

 
19

72
 

 
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

現
物

 

03
/0

9/
00

2
金
光
教

『
大
教
新
報
』

 
19

07
-1

90
8

 
金
光
教
本
部
教
庁

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

 

03
/0

9/
00

2
金
光
教

年
代
別
都
道
府
県
別
金
光
教
開
設

教
会
数
一
覧

 
 

 
 

謄
写
版
プ
リ
ン
ト
コ
ピ
ー

 

03
/1

0/
00

1
大
本

『
変
態
心
理
』

21
・

26
号
ほ
か

 
19

19
.7.

1・
19

19
.12

.1
 

日
本
精
神
医
学
会

雑
誌
論
文

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

大
本
批
判
号
。
林
道
義
「
ウ
ェ
ー
バ

ー
に
お
け
る
歴
史
と
「
意
味
」」
が
同

じ
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
て
あ
る
。

03
/1

0/
00

2
大
本

「
綾
部
大
本
一
望
図
」
ほ
か

 
19

62
以
降

企
画
：
大
本

七
十
年
史
編

纂
会

 
絵
地
図

コ
ピ
ー

19
62
年

12
月
時
点
の
情
報

03
/1

1/
00

1
創
価
学
会
「
法
の
た
め
、
民
衆
の
た
め
　
世
界

平
和
の
た
め
に
」

『
大
百
蓮
華
』

19
91
年

1
月
号

19
91

.1
阿
部
日
顕

聖
教
新
聞
社

雑
誌
記
事

コ
ピ
ー
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資
料

 
番
号

主
題

資
料
名

収
録
書
／
誌

刊
行
／

 
作
成
時
期

著
者
・
編
者

発
行
者

資
料
種
類

資
料
形
態

備
考

03
/1

1/
00

2
創
価
学
会
「
秋
谷
栄
之
助
会
長
談
話
」

 
19

91
 

 
ワ
ー
プ
ロ
文
書

コ
ピ
ー

「
創
価
学
会
解
散
勧
告
書
」
に
つ
い
て

03
/1

1/
00

3
創
価
学
会
「
創
価
学
会
分
離
作
戦
（

C
作
戦
）」

 
 

 
 

ワ
ー
プ
ロ
文
書

コ
ピ
ー

 

03
/1

1/
00

4
創
価
学
会
「
日
顕
法
主
の
誤
り
に
つ
い
て
」

 
 

 
 

ワ
ー
プ
ロ
文
書

コ
ピ
ー

 

03
/1

1/
00

5
創
価
学
会
「
宗
教
法
人
「
創
価
学
会
」
規
則
」

 
19

88
 

 
ワ
ー
プ
ロ
文
書

コ
ピ
ー

 

03
/1

1/
00

6
創
価
学
会
「
日
蓮
正
宗
宗
制
宗
規
」

 
19

88
 

 
冊
子

コ
ピ
ー

 

03
/1

1/
00

7
創
価
学
会
「
宗
務
院
録
事
」

 
19

90
 

 
冊
子

コ
ピ
ー

 

03
/1

1/
00

8
創
価
学
会
「
通
告
文
」（
創
価
学
会
解
散
勧
告

書
）

 
19

91
阿
部
日
顕
・

藤
本
日
潤

 
冊
子

コ
ピ
ー

 

03
/1

1/
00

9
創
価
学
会
『
創
価
学
会
青
年
部

51
年
度
活
動
大

綱
』

 
19

76
 

 
冊
子

現
物

 

03
/1

2/
00

1
立
正
佼
成
会
「
入
会
の
手
引
き
」

『
交
成
』

5(
10

)
19

54
.10

.1
 

 
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/1

2/
00

2
立
正
佼
成
会
「
慳
貪
の
罪
」

『
交
成
』

3(
8)

19
52

.2
.1

長
沼
妙
佼

 
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/1

2/
00

3
立
正
佼
成
会
「
正
法
を
謗
る
罪
」

『
交
成
』

6(
3)

19
55

.3.
1

長
沼
妙
佼

 
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/1

2/
00

4
立
正
佼
成
会
「
法
華
経
解
説
（
十
二
）」

『
交
成
』

2(
7)

19
51

.7.
1

庭
野
日
敬

 
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/1

2/
00

5
立
正
佼
成
会
「
更
ら
に
反
省
の
転
機
」

『
交
成
』

5(
8)

19
54

.8
.1

庭
野
日
敬

 
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/1

2/
00

5
立
正
佼
成
会
「
先
祖
回
向
と
仏
道
修
行
の
意
義
」
『
佼
成
』

19
66
年

9
月

号
19

66
.9

庭
野
日
敬

 
雑
誌
記
事

コ
ピ
ー

 

03
/1

2/
00

6
立
正
佼
成
会
「
佼
成
霊
園
使
用
規
則
」

 
 

 
 

活
字
プ
リ
ン
ト

コ
ピ
ー

 

03
/1

2/
00

7
立
正
佼
成
会
『
立
正
交
成
会
の
信
仰
』
／
『
立
正

交
成
会
信
仰
体
験
集
第
一
集
』

 
19

54
.2

.15
/ 

19
52

.3.
5

鶴
藤
幾
太
／

鴨
宮
成
介

呉
竹
書
院
／
立
正
交
成

会
宗
学
研
究
所

図
書

コ
ピ
ー
、
紙

フ
ァ
イ
ル

 

03
/1

3/
00

1
天
照
皇
大
神

宮
教

調
査
ノ
ー
ト

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

信
徒
聞
き
取
り
な
ど

03
/1

3/
00

2
天
照
皇
大
神

宮
教

天
照
皇
大
神
宮
教
資
料
群

 
19

80
前
後

 
 

機
関
紙
「
企
業
だ

よ
り
」
な
ど

コ
ピ
ー
、
手

書
き
メ
モ
な

ど
。
紙
フ
ァ

イ
ル

 

03
/1

3/
00

3
天
照
皇
大
神

宮
教

調
査
ノ
ー
ト

 
 

孝
本
貢

 
手
書
き
ノ
ー
ト

現
物

 

03
/1

4/
00

1
神
一
条
教

神
一
条
教
会
資
料
群

 
 

 
神
一
条
教
会

謄
写
版
プ
リ
ン
ト
現
物

教
義
書
な
ど

03
/1

5/
00

1
辨
天
宗

チ
ラ
シ

 
 

 
辨
天
宗

紙
チ
ラ
シ

現
物
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資
料

 
番
号

主
題

資
料
名

収
録
書
／
誌

刊
行
／

 
作
成
時
期

著
者
・
編
者

発
行
者

資
料
種
類

資
料
形
態

備
考

03
/1

6/
00

1
阿
含
宗

「
密
教
秘
法
水
子
人
型
解
脱
供
養

法
」

 
 

 
阿
含
宗

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

現
物

 

03
/1

6/
00

2
阿
含
宗

「
阿
含
宗
」

 
19

87
以
降

 
阿
含
宗

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

現
物

 

03
/1

7/
00

1
国
柱
会

「
妙
宗
大
霊
廟
」

 
 

国
柱
会

国
柱
会
本
部

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

コ
ピ
ー

 

03
/1

8/
00

1
大
乗
教

『
大
乗
新
報
』

80
2
号

 
19

79
.12

.10
 

大
乗
教
総
本
山

教
団
機
関
紙

現
物

 

03
/1

8/
00

2
大
乗
教

「
大
乗
の
教
」

 
 

 
 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

現
物

 

03
/1

9/
00

1
幸
福
の
道
教

会
『
幸
聖
』

10
4
号

 
19

80
.2

.5
 

幸
福
の
道
教
会

教
団
機
関
紙

現
物

 

03
/1

9/
00

2
幸
福
の
道
教

会
『
幸
聖
』

10
7
号

 
19

80
.5.

5
 

幸
福
の
道
教
会

教
団
機
関
紙

現
物

 

03
/1

9/
00

3
幸
福
の
道
教

会
『
幸
聖
』

10
8
号

 
19

80
.6

.5
 

幸
福
の
道
教
会

教
団
機
関
紙

現
物

 

03
/2

0/
00

1
霊
友
会

「「
霊
友
会
史
研
究
会
」
記
録
」

 
19

90
 

霊
友
会
史
編
纂
室

ワ
ー
プ
ロ
文
書

現
物

第
7
回
「
成
立
期
霊
友
会
に
関
す
る

総
合
検
討
会
」
の
記
録

03
/2

0/
00

2
霊
友
会

久
保
角
太
郎
『
昭
和
之
法
華
経
と

常
不
軽
菩
薩
』
／
初
期
霊
友
会
史

料
（
明
法
会
）

 
19

28
／

19
30

ご
ろ

 
霊
友
会
／
明
法
会

図
書

コ
ピ
ー
、
紙

製
本

 

03
/2

0/
00

3
霊
友
会

「「
生
活
の
宗
教
」
と
し
て
の
新
宗

教
」
三
校

 
20

02
孝
本
貢

 
校
正
刷

現
物

『
宗
教
研
究
』

33
3
号
の
論
文

03
/2

0/
00

4
霊
友
会

「「
生
活
の
宗
教
」
と
し
て
の
新
宗

教
」

『
宗
教
研
究
』

33
3
号

20
02

.9
.30

孝
本
貢

日
本
宗
教
学
会

論
文
抜
刷

現
物

 

03
/2

0/
00

5
霊
友
会

「「
生
活
の
宗
教
」
と
し
て
の
新
宗

教
」

『
宗
教
研
究
』

33
3
号

20
02

.9
.30

孝
本
貢

日
本
宗
教
学
会

論
文
抜
刷

現
物

 

03
/2

0/
00

6
霊
友
会

“
�

e 
Pl

ac
e 

of
 A

nc
es

to
rs

 in
 th

e 
N

ew
 R

el
ig

io
ns
”

『
日
本
文
化
研
究
所
紀

要
』

62
輯

19
88

.9
孝
本
貢

國
學
院
大
學
日
本
文
化

研
究
所

論
文
抜
刷

現
物

 

03
/2

0/
00

7
霊
友
会

「
新
宗
教
の
霊
魂
観
と
戒
名
」

 
 

孝
本
貢

 
ワ
ー
プ
ロ
文
書

現
物
、
ホ
ッ

チ
キ
ス
止
め

発
表
原
稿


